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第
３
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

７
月
25
日
（
土
）
の
午
前
10
時
か
ら
、
組
合
事
務

所
に
て
、
第
３
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
、
平
成
20
年
度

事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て

で
あ
り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

★
平
成
20
年
度
事
業
報
告
の
概
要 

 

○
組
合
運
営
関
係 

・ 

平
成

20

年
５
月

31

日
、
総
代
選
挙
を
実
施 

 

し
、
総
代
60
名
を
選
出
し
た
。 

・ 

平
成

20

年
６
月

15

日
、
平
成
21

年
３
月

15 

日
の
２
回
、
総
代
会
を
実
施
し
た
。 

・ 

役
員
会
26
回
の
ほ
か
、
担
当
係
会
を
随
時
実
施

し
た
。 

・ 

事
業
完
了
ま
で
の
組
合
運
営
の
基
本
業
務
は
、

㈶
名
古
屋
都
市
整
備
公
社
に
委
託
し
た
。 
 

○
工
事
関
係 

・ 

組
合
事
務
所
を
建
設
し
た
。 

・ 

戸
田
荒
子
線
南
街
区
、
川
原
地
区
移
転
先
街

区
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
等
の
整
地
工
事

を
実
施
し
た
（
一
部
次
年
度
繰
越
）
。 

・ 

緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
元
３
業
者
と

覚
書
を
締
結
し
、
除
草
等
を
実
施
し
た
。 

 
 

○
建
物
等
移
転
補
償
関
係 

・ 

戸
田
荒
子
線
、
西
茶
屋
線
、
南
秋
葉
線
沿
い
を

中
心
に
移
転
対
象
建
物
等
の
調
査
を
実
施
し
た
。 

・ 

移
転
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
移

転
補
償
契
約
を
締
結
し
た
（
７
件
着
手
、
５
件
次

年
度
繰
越
）
。 

 

○
調
査
設
計
・
業
務
委
託
関
係 

・ 

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
検
討
委
員

会
を
実
施
し
、
公
共
施
設
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
案
、

地
区
計
画
案
等
を
検
討
し
た
。
参
考
事
例
と
し
て

埼
玉
県
の
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
を
視
察
し
た
。 

・ 

地
区
界
お
よ
び
街
区
確
定
測
量
（
次
年
度
繰

越
）
、
一
筆
地
測
量
を
実
施
し
た
。 

・ 

換
地
設
計
関
係
業
務
と
し
て
、
換
地
基
本
方
針

の
策
定
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
へ
の
意
向

調
査
、
先
行
移
転
者
の
仮
使
用
地
指
定
等
を
実
施

し
た
。 

・ 
地
質
調
査
、
水
路
及
び
調
整
池
詳
細
設
計
（
次

年
度
繰
越
）
、
都
市
計
画
道
路
等
詳
細
設
計
（
次

年
度
繰
越
）
、
擁
壁
詳
細
設
計
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
関
係
業
務
等
を
実
施
し
た
。 

 

○
そ
の
他 

・ 

田
の
作
止
め
補
償
を
実
施
し
た
。 

・ 

宮
田
用
水
決
済
金
を
立
替
払
い
し
た
。 

・ 

イ
オ
ン
㈱
ら
と
開
発
の
覚
書
を
締
結
し
た
。 

総代会 議案説明の様子 

 

残
暑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

７
月
25
日
、
第
３
回
総
代
会
を
開
催
し
、
実
質
的

な
初
年
度
で
あ
る
平
成
20
年
度
の
事
業
内
容
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
総
代
の
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
適
正
な
事
業
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

  

さ
て
、
今
年
度
は
、
事
業
の
方
向
性
を
決
定
す
る
年

度
で
あ
り
、
総
代
会
は
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次

回
９
月
の
総
代
会
で
は
事
業
計
画
変
更
を
、
12
月
に

予
定
す
る
総
代
会
で
は
換
地
設
計
基
準
及
び
土
地
評
価

基
準
を
、
３
月
に
予
定
す
る
総
代
会
で
は
平
成
22
年

度
予
算
を
審
議
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非
常
に

重
要
な
案
件
で
あ
り
、
十
分
な
審
議
の
時
間
を
要
し
、

ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
も
あ
り
同
時
に
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
総
代
の
皆
様
に
は
何
度
も
ご

足
労
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
総
代
で
な
い
組

合
員
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
非
常
に
重
要
な
内
容

で
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
問
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
総

代
の
方
を
通
じ
て
ご
質
問
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
、
直

接
組
合
事
務
所
か
事
務
局
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

土
地
利
用
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
一
大
事
業
で
す
の

で
、
戸
惑
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
噂
も
流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
組
合
が
説
明

会
等
で
発
表
し
た
も
の
が
正
し
い
情
報
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
本
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

次
回
総
代
会
の
日
程
に
つ
い
て 

 

次
回
総
代
会
は
、
９
月
12
日
（
土
）
の
午
前
10
時

か
ら
、
審
議
事
項
は
事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て
で
す
。 

 
 

 

５
月
の
地
区
別
説
明
会
で
公
共
施
設
の
変
更
案
に
つ

い
て
は
提
示
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
事
業
費
、
減
歩

率
等
に
つ
い
て
精
査
し
、
ま
た
、
関
係
行
政
機
関
と
の

調
整
に
よ
り
、
一
部
を
修
正
し
て
変
更
案
を
確
定
し
ま

し
た
。
総
代
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
総
代
会
に
て
ご
了
承
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
早
急
に

名
古
屋
市
に
変
更
認
可
申
請
を
行
う
予
定
で
す
。 

★平成20年度収支決算の概要 

 収入の部  単位：円   

科目 決算額 備考 予算額 比較増減 

補助金 294,370,000 平成20年度完了分 403,490,000 △109,120,000 

雑収入 147,081  10,000 137,081 

借入金 1,058,146,200 
無利子借入金、金融機関

５行からの借入金 
1,375,550,000 △317,403,800 

前年度繰越金 20,650,000  20,650,000 0 

合計 1,373,313,281   1,799,700,000 △426,386,719 

 支出の部  単位：円   

科目 決算額 備考 予算額 予算残額 

会議費 248,270  500,000 251,730 

事務所費 125,706,513 
報酬、需用費、備品費、事

務所建設費等 
128,700,000 2,993,487 

工事費 402,416,997 
整地工事、宮田用水決済

金等 
791,700,000 389,283,003 

補償費 205,130,980 移転補償、作止め補償 385,880,000 180,749,020 

調査設計費 312,553,036 
まちづくり検討、設計監

理、測量、換地設計等 
466,600,000 154,046,964 

借入金利子 1,724,195   14,900,000 13,175,805 

雑支出 1,106,825   1,420,000 313,175 

予備費 0   10,000,000 10,000,000 

合計 1,048,886,816   1,799,700,000 750,813,184 

決算額  収  入  １，３７３，３１３，２８１円 

     支  出  １，０４８，８８６，８１６円 

     差引残金    ３２４，４２６，４６５円（平成21年度へ繰越） 



 

○ 

川
原
地
区
移
転
先
街
区
造
成
工
事
（
そ
の
２
）
の

当
初
契
約
額
と
変
更
後
の
契
約
額
、
関
連
の
（
そ
の

３
）
の
工
事
に
つ
い
て
、
㎥
あ
た
り
の
単
価
を
計
算

し
た
ら
だ
ん
だ
ん
と
高
く
な
っ
て
い
た
。
通
常
、
追

加
工
事
を
す
る
場
合
は
、
色
々
な
経
費
が
安
く
な
る

の
で
、
単
価
は
安
く
な
る
も
の
で
は
な
い
か
。 

→ 

（
そ
の
２
）
、
（
そ
の
３
）
工
事
は
形
式
上
２
つ

の
工
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
金
額
的
に
は
１
つ
の
工

事
と
し
て
扱
い
、
契
約
金
額
を
安
く
抑
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
単
純
に
造
成
工
事
だ
け
で
は
な

く
、
周
辺
の
家
屋
調
査
な
ど
も
含
ん
だ
契
約
金
額
と

な
っ
て
お
り
、
両
業
務
の
内
容
が
違
う
の
で
、
㎥
あ

た
り
の
単
価
に
違
い
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

○ 

宮
田
用
水
決
済
金
の
立
て
替
え
分
の
取
扱
い
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
か
。
予
算
額
と
決
算
額
の
差

額
５
千
万
円
は
何
な
の
か
。 

→ 

宮
田
用
水
決
済
金
の
立
て
替
え
分
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
検
討
中
で
あ
る
。
予
算
額
と
決
算
額

の
差
額
に
つ
い
て
は
、
個
人
転
用
さ
れ
た
方
の
所
有

地
を
差
し
引
い
た
結
果
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

ま
ち
づ
く
り
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。 

→ 

平
成
19
年
度
の
発
起
人
の
時
代
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
専
門
家
等
を
交
え
て
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。
検
討
内
容
は
、
公
共
施
設
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
、
土
地
利
用
計
画
、
地
区
計
画
等
で
あ
る
。

今
年
の
秋
以
降
、
検
討
委
員
会
で
検
討
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
合
意
形
成
の
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

   

（
問
い
合
わ
せ
先
） 
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電
話 

（
０
５
２
）
６
１
８
‐
７
７
３
２ 

 

事
務
局 

 

 

（
財
）
名
古
屋
都
市
整
備
公
社 

事
業
第
二
課 

 
 
 
 

電
話 

（
０
５
２
）
２
１
１
‐
６
０
７
２ 
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 ★
主
な
質
疑
応
答 

  

総
代
会
に
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組
合

は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

○ 

事
務
局
の
整
備
公
社
に
は
、
基
本
業
務
委
託
の
ほ

か
に
も
、
換
地
設
計
、
監
理
監
督
業
務
等
を
委
託
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
も
そ
も
基
本
業
務
委
託
と
は

ど
う
い
う
業
務
か
。 

→ 

整
備
公
社
へ
の
基
本
業
務
委
託
の
内
容
は
、
資
料

作
成
、
会
議
運
営
等
の
一
般
的
な
組
合
運
営
事
務
の

で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
工
事
等
の
発
注
の
た
め
の

設
計
書
作
成
、
工
事
の
監
理
監
督
業
務
、
換
地
設
計

等
の
専
門
的
な
業
務
は
そ
の
都
度
随
意
契
約
で
対
応

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

○ 

支
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
と
比
べ
て
約
７
億
５
千

万
円
の
残
金
が
あ
る
。
繰
越
や
２
ヵ
年
工
事
も
あ
る

が
、
予
算
よ
り
安
く
す
ま
せ
た
努
力
も
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
ど
れ
く
ら
い
当
初
予
算
よ
り
安
く
事
業
が
す

ん
だ
の
か
。 

→ 

予
算
計
上
時
点
で
は
詳
細
な
設
計
金
額
は
出
し
て

い
な
い
の
で
、
予
算
金
額
と
決
算
金
額
で
は
ど
れ
く

ら
い
安
く
執
行
で
き
た
か
は
は
っ
き
り
と
は
い
え
な

い
が
、
整
地
工
事
に
お
い
て
は
、
公
共
工
事
に
よ
る

発
生
土
を
利
用
し
て
お
り
、
予
算
額
よ
り
か
な
り
の

金
額
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。 

総代会 答弁の様子 


